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1.  はじめに

（1）本報文の目的

筆者はハイバントンネル建設プロジェクト（ベトナム中

部、フエ－ダナン間）のコンサルタント・チームのプロジ

ェクトマネジャーを2002年3月から担当しており、前回、

前々回の報告1）,2）でこれまで実施してきたプロジェクトマ

ネジメントの実際の作業内容について紹介してきた。

この報文では「開発コンサルタントの施工監理の仕事は

技術主体の施工監理からプロジェクトマネジメントへシフ

トする」という視点で、ODA建設プロジェクトの施工監理

業務に従事するコンサルタントのプロジェクトマネジメン

トの成功要因について考察し、パフォーマンス評価のフレ

ームとなる理論を構築することを試みる。

（2）プロジェクト成功の3要因

米国のプロジェクトマネジメント協会（PMI, Project

Management Institute）3）の最近の研究では、プロジェクトの

成功要因は次の3項目（a triad of standards）であるとされて

おり、PMIではそれぞれの項目について理論が構築・更新

され続けてきた（表－1）。

（3）事例考察の方法論

この報文では、次の順序で考察する。

① PMIの紹介

②施工監理からプロジェクトマネジメントへ

③考察対象プロジェクトの紹介

④考察（1）：プロジェクトマネジメントの知識

⑤考察（2）：プロジェクトマネジャーのコンピテンシー

⑥考察（3）：組織のプロジェクトマネジメント成熟度

⑦まとめ

⑧今後の課題

なお、それぞれの考察は下記の項目について整理した。

①社内で一般的に利用されている文書とPMBOKの相関に

関する考察

②ハイバントンネル・プロジェクトの事例考察

③プロジェクトマネジメントの今後の課題

2.  PMIとPMBOKの紹介

（1）PMIの紹介

PMIは1969年に米国で設立された。1987年に「プロジェ

クトマネジメント知識体系（PMBOKガイド）」という現在の名
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表－1  プロジェクト成功の3要因
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称の書籍が出版され、1996年、2000年、2004年とプロジェ

クトマネジメントのプロセスについての知識を更新してきた。

1984年からPMP（Project Management Professional）という

プロジェクトマネジメントに関する資格試験を実施してお

り、2005年7月の時点において世界で約150,000人、日本に

約9,500人のPMP資格取得者がいる9）。

（2）PMBOKの紹介

PMBOKの目的は「プロジェクトマネジメント知識体系

のうち、良い実務慣行と一般的に認められている部分を特

定することである。・・・プロジェクトマネジメント・チ

ームは、与えられたプロジェクトにとって何が適切である

か決定する責任を負う10）」と示されている。PMBOKでは

プロジェクトマネジメントを9つの知識エリアと5つのプロ

セスで整理している。

（3）建設業とPMBOK

PMBOKにはいくつかの分野を対象とした「拡張版」が存

在する。拡張版は「特定の適用分野のあるカテゴリーのプ

ロジェクトで、一般的に受け入れられている知識や実務慣

行がある場合11）」にその特定分野に関して発行されている。

「建設業では、ほぼすべての作業が契約に基づき実行され、

調達に関する共通の知識や実務慣行がある11）」という理由

からPMIは建設分野固有の知識や実務慣行を「PMBOKガイ

ド建設拡張版（Construction Extension to the PMBOK Guide）
12）」として提供している（2000年英語版のみ、2004年版作

成中）。PMBOKの建設拡張版では、図－1に示した9つの知

識エリアのそれぞれについて建設分野特有の内容を記述し

ているほか、さらに4つの知識エリア（安全、環境、財務、

クレーム）を追加している（図－2）。

ODAの建設プロジェクトのうちDesign-Bid-Build方式で執

行される事業では、標準契約書としてFIDIC13）が採用され

ることが多い。FIDICとPMBOKの対応する項目については

表－2に示す。また、主な相違点は表－3の通りである。

図－1 プロジェクトマネジメントの知識エリア（PMBOK2004）

図－2 プロジェクトマネジメントの知識エリア
（PMBOK2000、建設拡張版）

表－2 PMBOKとFIDIC（1999版, 1987版）の相関14）

表－3 PMBOKとFIDICの主な相違点
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3.  施工監理からプロジェクトマネジメントへ

（1）従来の施工監理業務

従来のエンジニアリング・建設分野では品質・工期・コ

ストを主要な監理対象としてハード・オリエンテッドなプ

ロジェクトマネジメントが実施されてきた。「プロジェクト

マネジャーは専門技術エンジニアのキャリアパスの延長上

のキャリア」と暗黙の内に了解されていたように思われる

（図－3）。

（2）モダン・プロジェクトマネジメント

一方、PMBOKはModern Project Managementと呼ばれるト

ータル・プロジェクトマネジメント観に立脚して、「スコー

プ」、「タイム」、「コスト」、「品質」、「組織」、「コミュニケ

ーション」、「リスク」、「調達」、そして「統合」の、ハード

的な要素、ソフト的な要素の両面をバランス良く追求する

（図－4）15）。

この場合、プロジェクトマネジャーはプロジェクトマネジ

メント知識を有するスタッフが担当すると想定されている。

（3）コンサルタントの責務のシフト：

施工監理からプロジェクトマネジメントへ

1）プロジェクト要件の複雑化

近年のODA建設プロジェクトはローカリゼーションによ

る現地文化の反映、コンサルタントやコントラクターの多

国籍化による社会・文化的要求事項の増加など、技術以外

の要素がプロジェクトの成否に大きく影響するようになっ

てきている。

このようなプロジェクトにおいては従来型の品質・工期・

コスト重視のハードなプロジェクトマネジメントを適用する

と、プロジェクト要件の複雑性に対処できないことが多い。

要件の複雑なプロジェクトの失敗の原因は技術問題では

なく、「スコープ」、「組織」、「コミュニケーション」、「リス

ク」、「調達」などの技術以外の要因であることがわかって

きており、その結果、PMBOKのようなトータル・プロジ

ェクトマネジメントの知識が集積されてきた。

PMBOKは「プロジェクトの成功にとって最も重要であ

る知識はコミュニケーションである」としている。

2）施工監理からプロジェクトマネジメントへ

プロジェクトが技術的にも、社会・文化的にも単純で、

コンサルタントの責務が技術的な施工監理業務のみである

場合は、専門技術者の延長上にプロジェクトマネジャー

（PMR）のキャリアがあった（図－5、タイプA）。

ところが最近のODAの大型建設プロジェクトでは、施工

監理業務ではあっても要件数が多く、技術業務のほかにプ

ロジェクトマネジメント業務がより大きな割合で存在する

ようになってきている場合が多い。

この傾向はプロジェクトに多国籍のスタッフが従事した

り、土木、電気、機械など複数の技術分野が関連する場合、

また、工区数の多い場合などに顕著であり、コンサルタン

ト・チームにはプロジェクトマネジメントの専門家として

のプロジェクトマネジャー（図－5、タイプB）と当該技術

の専門家の双方がその要員として必要になる。求められる

プロジェクトマネジャーのコンピテンシー（専門能力）に

ついては後述する。

図－3 従来のプロジェクトマネジャーへのキャリアパス

図－4 PMBOKに示されるプロジェクトマネジャーの要件 図－5 プロジェクトの要件とマネジメントの重要度
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4.  考察対象プロジェクトの紹介

（1）ハイバントンネル建設プロジェクト

ハイバントンネル建設プロジェクトは、ベトナムの国土

を南北に縦貫する国道1号線ハイバン峠区間（中部フエ－ダ

ナン間に位置する全長約22kmの峠）に、日本のODA資金

（円借款）を利用して、全長約6.3kmの道路トンネル（対向2

車線）およびアプローチ道路・橋梁を建設するもので、土

木工区、電気工区、機械工区と全部で9つの契約工区で構成

される総額約200億円の事業である（図－6、表－4）。

（2）プロジェクト要件の確認

プロジェクトの特徴は一般の運輸セクターのプロジェク

トと比較すると次のような点である。

・東南アジアでは初めての長大トンネル工事（6.3km）であ

り、縦流式の換気設備と総合監視システムを設置

・工期短縮のため、同一空間（トンネル内）で複数のコン

トラクター（土木、電気、機械）の作業が輻輳

・維持管理組織の設立、トンネル防災訓練、交通安全教育

などが必要

・公共交通機関であること、国家プロジェクトであること、

行政境界上に位置することなどからステークホルダー数

が多い

上記の特徴から、コントラクター間の作業・スケジュール

調整、維持管理会社とのインターフェイスの確保などにコン

サルタントのプロジェクトマネジメント能力が要求された。

（3）コンサルタントの仕事の実際

コンサルタントの仕事の実際については、前号1）、前々

号2）に詳細に報告した。コンサルタントが担当した作業と

その期間は図－7に示す通りである。

（4）プロジェクトの評価

ハイバントンネル建設プロジェクトは2000年10月1日のト

ンネル土木工事の着工後、2003年10月末のトンネル貫通を

経て、2005年6月5日に公式に開通し、開通後の日交通量は

安定して4,000～5,000台である（写真－1）。

プロジェクトの全体評価は表－5のようにまとめられる

が、ベトナム国内ではODA建設プロジェクトの成功例とし

て高い評価を受けている。

図－6 ハイバントンネル・プロジェクト位置図

表－4 プロジェクトの事業費とコントラクター

図－7 コンサルタント・サービス

表－5 プロジェクトの評価

写真－1 ハイバントンネルの北側坑口
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5.  考察（1）：プロジェクトマネジメントの知識

（1）PMI文書の紹介

1）一般的なマネジメントとプロジェクトマネジメントの

関係

PMBOK2004では、「効果的なプロジェクトマネジメント

には次の5つの専門領域の知識とスキルを理解し、使用する

必要がある16）」としている（図－4）。

・プロジェクトマネジメント知識体系

・適用分野の知識・標準・規制

・プロジェクト環境の理解

・一般的なマネジメントの知識・スキル

・人間関係のスキル

また、プロジェクトマネジメントに特有の技法として、

「WBS（Work Breakdown Structure）、CPA（Critical Path

Analysis）、EVM（Earned Value Management）」などを示し

ている。

2）PMBOK2004によるPM計画書

PMBOK2004はプロジェクトマネジメントにおいては

図－8のような計画書の作成が必要であると説明している。

3）CompendiumによるPMテンプレートの活用

PMIはプロジェクトマネジメントの5つのプロセスにおけ

る各文書のテンプレートや関連チェックシートを総合して、

「The PMI Compendium of Project Management Practices17）」を

刊行している。

本書は電子ファイルとして提供されており、建設プロジ

ェクトのプロジェクトマネジメントにも適用できる図表や

文書テンプレートが数多く含まれているため、プロジェク

トマネジメント文書の作成には有用である（表－7）。

（2）考察

1）社内施工監理ガイドライン

社内の施工監理ガイドライン18）とPMBOK（建設拡張版）

を比較してみると表－7の通りである。

社内ガイドラインはFIDIC Red Book1987版に基づいて実

施する施工監理業務用に作成されている。詳細な解説があ

る上に、レターサンプルや各種品質管理の様式集が提供さ

れており利用価値は高い。

しかしながら、建設プロジェクトにおいても重要である

スコープ・マネジメント、要員マネジメント、環境マネジ

メントやリスク・マネジメントなどに関する記述が含まれ

ていない。

2）ISO文書

社内のISO文書（ISO9001および14001：2004改定版19））

に含まれるプロジェクトマネジメント関連の文書は表－8

の通りである。

図－8 PMBOK知識エリアと社内ISO文書

表－6 PMI提供の図表・テンプレートと建設事業への適用性

表－7 社内ガイドラインとPMBOKの比較
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社内ISO文書は品質・環境マネジメントが目的であり、

また、コンサルタント・サービスの内の調査・設計業務を

主対象として記述されていることから、ODA建設工事への

プロジェクトマネジメント・サービス提供についてはカバ

ーしていない部分が多い。

さらに「環境マニュアル20）」はその適用範囲が「現地に

開発事務所を設けずに本社をベースとして実施するコンサ

ルタント・サービス21）」となっていることから、適用が調

査・設計業務に限定されており、施工監理業務には適用で

きない。

3）コンサルタント契約入札時のプロポーザル

コンサルタント契約入札時のクライアントからのTORに

は、「Project Management」という用語は使われていない。

1997年6月作成のコンサルタントのプロポーザル22）の施工

監理に関する記述は表－9の項目である。

プロポーザルには電気・機械設備に関する記述がなく、し

たがって、土木業者と電気・機械設備業者との間の作業調整

やスケジュール調整にコンサルタントのイニシアティブが必

要であることなどは想定されていなかったと思われる。

1997年当時の施工監理業務の主作業は依然としてスケジ

ュール、コスト、品質管理に限定的な従来型の施工監理業

務が想定されていたことが、プロポーザルからも伺える。

4）コンサルタントが提供してきたプロジェクトマネジメント

筆者は2002年3月にプロジェクトマネジャーとなってか

ら、社内の施工監理ガイドライン18）、社内ISO文書19）や

PMBOKなどを参考にプロジェクトマネジメントを実施し

てきた。

コンサルタント・チームが実施してきたプロジェクトマ

ネジメントはその内容を文献1）、2）に報告してきたが、

上述したようなハイバントンネル・プロジェクトの特徴か

ら、筆者は技術業務よりも、プロジェクトマネジメント業

務に注力してきた。

表－5に整理したとおり、ハイバントンネル・プロジェ

クトはおおむね予定期間内に、契約予算内で完成し、2005

年6月5日に開通できた。とくに社会環境的な問題は発生し

ておらず、ODA建設プロジェクトの成功事例と位置づけら

れている。

プロジェクト成功の要因は複数あると考えるが、プロジ

ェクトマネジメントについてはコミュニケーション・マネ

ジメントの成功が最も大きな貢献であったと考える。

一方、プロジェクトマネジメントのパフォーマンス評価

という視点からは、「プロジェクトマネジメント（PM）計画

書」に該当するようなPMの成否を継続的にモニタリングで

きるようなベースライン・プランが作成できていなかった

点で、対症療法的な水準にとどまっていたと反省している。

（3）今後の課題

プロジェクトマネジメント（PM）の知識の効率的な取得

に関する今後の課題としては次の通りである。

・PMBOKなどを参照して、プロジェクトの発掘・形成の

段階からのPMの知識を活用する仕組みを構築する。

・品質・工期・コスト以外のマネジメント要素のPM知識に

ついても整理する。

・従来の社内文書・資料に加えて、PMBOKやPMIのテンプ

レートやハイバントンネル・プロジェクトなどの事例を

利用して、PMの各プロセスのテンプレートを作成し、利

用・改良してゆくプロジェクトマネジメント支援の仕組

みを構築する。

・PM計画書の作成によって、PMの計画と実際の乖離をモ

ニタリングすることによりリスクを大幅に低減できる。

・PM計画書の作成によって、PMナレッジの生産・蓄積が

可能と考えられる。

表－8 PMBOK知識エリアと社内ISO文書

表－9 コンサルタントのプロポーザル項目
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6.  考察（2）：プロジェクトマネジャーのコンピテンシー

（1）PMI文書の紹介

1）PMCD体系

PMCD（Project Manager Competency Development）体系
6）,7）は、プロジェクトマネジャー（PMR）の専門職能の開

発方法に関するガイダンスを個人と組織の両方に提供する

ために開発された。PMRの業務遂行能力に最も影響を与え

そうなコンピテンシーを定義している。

2）PMRに要求される3つのコンピテンシー

PMCDでは次の3つのコンピテンシーに基づいてその開発

方法に関するガイダンスを提供している（表－10）。一般

に、個人が十分に有能であると認められるには、3つのコン

ピテンシーのいずれにおいても良い評価を得ることが求め

られる。知識、実践、人格のバランスがとれていない場合

には、有能なPMRとは見なされない23）。

3）プロジェクトマネジャーとプロジェクトの成功

以下はPMCDからの引用である（図－9）24）。

・プロジェクトマネジャー（PMR）だけではプロジェクト

の成功を保証できない。プロジェクトの成功にはPMRの

コンピテンスだけでなく、組織的なプロジェクトマネジ

メント（PM）の成熟度と能力、すなわち組織の業務遂行

能力が不可欠である。

・プロジェクトを成功させるために、PMRのコンピテンシ

ーと組織の成熟度が必須であり、両者はさまざまな不測

の事態や調整変数に影響を受ける。

・PMRのコンピテンシーがプロジェクトのパフォーマンス

の基礎である。プロジェクトのパフォーマンスは、目標、

時間と財政的な制約、組織の方針や手続きなどに照らし

て、プロジェクトをどの程度計画どおりに遂行したかで

ある。プロセスを通してプロジェクトをリードする役割

を担うのがPMRである。

4）PMCD体系における評価方法

PMCDはPMBOK（2000）に基づいて、PMの知識（K：

Knowledge）、実践（P：Performance）と人格（B：Behavior）

の定量的な評価方法を示している（表－11、12）。表－10 プロジェクトマネジャーの3つのコンピテンシー

図－9 プロジェクト成功の要素7）

表－11 PMCDの番号体系（知識（K）、実践（P））

表－12 PMCDの番号体系（人格（B））
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5）PMCD体系全体の構成図

PMCD体系全体の構成を図－10に示す。PMCDはプロジ

ェクトマネジャーのコンピテンシーを評価するためにそれ

ぞれのコンピテンシーについて、表－13のような評価基準

と評価項目数を示している。

（2）考察

1）社内施工監理ガイドライン

社内の施工監理ガイドライン18）は、プロジェクトマネジ

メント（PM）の能力を有するプロジェクトマネジャー

（PMR）が任命されることを前提として記述されているた

め、PMRの能力評価に関する記述は無い。

2）社内ISO文書

ISO文書の要員管理規定（QS-K-621-R2）19）には、社内

PMRの要件として「科学技術庁登録の技術士またはこれと

同等の能力と経験を有する者（同一専門分野での実務経験

を15年以上有することを基本要件とする）」と要件が示され

ている。PMRのコンピテンスについてPMCDと比較すると

次のように考察できる。

・PM知識は確認できない。

・PM実践は、業務経験15年により評価できる。

・PM人格は、評価項目が無い。

ISO文書のプロジェクト管理規定（QS-K-732-R4）19）には、

社外要員の採用に関して、「事前評価（受入検査）」を実施

することが規定されており、評価シートが添付されている。

評価項目は業務経験、語学、資格、健康である。評価項目

をPMRのコンピテンスについてPMCDと比較すると次のよ

うに考察できる。

評価対象資格にPMPが含まれていない。したがってPM知

識は確認できない。

・PM実践は、業務経験、語学、資格、健康により評価できる。

・PM人格は、評価項目が無い。

3）コンサルタント契約入札時のプロポーザル

コンサルタント契約入札時のクライアントからのTORに

は、プロジェクトマネジャーのコンピテンスに関する要件

は記述されていない。コンサルタントのプロポーザル22）に

は下記の項目についてコンピテンスをアピールしている。

・Experience in Supervising the Construction of highway and

tunnel projects,

・Experience in Assisting and Training National Counterparts

including on-the-job training,

・Project Management Experience in Developing Countries in

Similar Geographic Regions

したがって、経験重視の人材評価を採用しており、PM知

識やPM人格に関する評価は含まれていない。

4）自己評価

PMCDは、「組織固有のプロジェクトマネジャー像に合わ

せてPMCDのテーラリングが必要である」としている7）が、

筆者の自己評価は表－14の通りである。

（3）今後の課題

PMCDに示されているとおり、PMCD体系を組織固有

（例えば、ODA建設プロジェクトのプロジェクトマネジャ

ー（PMR）のコンピテンス）のプロジェクトマネジャー像

に合わせてテーラリングする。

PMCDは詳細なパフォーマンス基準を提示しているが、

この項目はPMRの個人的な専門職能の向上、ならびに組織

の人材育成のチェックシートへの転用が可能である。

さらに、PMCDは建設の拡張分野をカバーしていない。

建設拡張版と対応させたPMCD体系－建設拡張版の作成と

更新継続の仕組みを構築することが最終的な目標となる。

図－10 PMCD体系全体の構成図7）

表－13 PMCDの全体構成と評価項目数

表－14 筆者のPMコンピテンシー評価
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7.  考察（3）：組織のプロジェクトマネジメント成熟度

（1）PMI文書の紹介

1）OPM3の紹介

2003年、PMIはOPM3（Organizational Project Management

Maturity Model）4）を刊行した。OPM3は個々のプロジェク

トがいかに組織的（Project > Program > Portfolio）にマネジ

メント（Standardize > Measure > Control > Continuously

Improve）されるかによって、「組織の成熟度」を評価しよ

うという試みである（図－11）。

2）OPM3サイクル

OPM3サイクルは次の3つの要素と5つのステップで構成

される（図－12、表－15）。

3）他の基準書との関連

PMBOKは個別のプロジェクトのための基準である。

PMCDはプロジェクトマネジャーの職能開発のための基準

である。OPM3はプロジェクトマネジメント組織のための

基準である。OPM3はプロジェクトと組織の戦略、ならび

にプロジェクトマネジメントへの組織の支援の重要性につ

いて示している。

4）OPM3ソフトの使い方

OPM3はパソコン上で操作するセルフ・アセスメントツ

ールを提供しており、プログラムを起動して画面上の質問

に回答してゆくと、組織の成熟度が診断される（図－13）。

（2）考察

1）社内文書

社内の施工監理ガイドライン18）ならびに社内のISO文書
19）は、プロジェクトマネジメント知識の集大成であるが、

プロジェクト単体を支援するガイドラインであり、プロジ

ェクトマネジメントの知識を蓄積するOPM3サイクルに該

当する仕組みは示されていない。

2）ハイバントンネル・プロジェクト

2003年11月に社内のISO規定に基づく内部監査を受けた。

プロジェクトの品質マネジメントに関しては、アセスメン

トされたことになる。

その他のプロジェクトマネジメント知識については、筆

者は前回、前々回の報告1）,2）でこれまで実施してきたプロ

ジェクトマネジメントの実際の作業内容について紹介して

きた。組織的なアセスメントはなされていないが、それら

の文献の読者には個人的に評価されていることとなる。

図－11 OPM3のコンセプト8）

表－15 OPM3の3要素と5ステップ

図－12 OPM3サイクル8）

図－13 OPM3の診断結果（サンプル）
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（3）今後の課題

社内では類似したプロジェクトが多数繰り返し実施され

ている。今後はOPM3などを参考に、プログラム・マネジ

メントやポートフォリオ・マネジメントに組織行動がシフ

トしてゆき、プロジェクトマネジメント組織として成熟し

てゆくことが望ましい。

8.  まとめ

（1）PMIのアプローチを紹介

プロジェクトマネジメントに関するPMIのアプローチを

紹介した。PMIのプロジェクト成功の3つの要因（a triad of

standards）の考え方（トライアド・アプローチ）は、ODA

建設プロジェクトにも適用可能である。

（2）施工監理からプロジェクトマネジメントへ

要件の多いODA建設プロジェクトのコンサルタントの責

務は、「施工監理からプロジェクトマネジメント（PM）へ」

とシフトすべきである。プロジェクトマネジメントの知識

は体系立てて整理されてきており、標準用語・標準技法・

標準ツールが適用可能である。コンサルタント会社はPMI

のトライアド・アプローチを採用することによって、プロ

ジェクト成功確率を向上できる。

（3）プロジェクトマネジャーのコンピテンス向上

PMCDを紹介し、プロジェクト成功の鍵を握るプロジェ

クトマネジャーのコンピテンシー（専門能力）について紹

介した。知識・実践・人格の3方面からの定量的な能力開発

基準を示したが、これらの評価基準の考え方は個人と組織

の双方への良いガイダンスとなる。

（4）プロジェクト組織の成熟度向上

ODA建設プロジェクトは繰り返されている。プロジェク

ト組織はこの繰り返しを有効にマネジメント（Standardize >

Measure > Control > Continuously Improve）する必要がある。

OPM3は組織の成熟度を測定する指針とツールを提供して

いる。強いプロジェクト組織となるためには、プロジェク

ト単体のマネジメントのみならず、プロジェクトグループ

のマネジメント（プログラム・マネジメント）と組織全体

のポートフォリオ・マネジメントが明示されるべきである。

9.  今後の課題

（1）プロジェクトマネジメント思想の適用

ODA建設プロジェクトのプロジェクトマネジメント

（PM）に関するビジネスモデル（一般理論）を構築するこ

とにより、問題の分類・定義が促進され、解決方法が組織

ナレッジとして集積され、結果としてプロジェクトの成功

率が向上する。

PMBOKなどを利用してODA建設プロジェクト用の各種

のチェックシートやテンプレート、所謂「PMツール」を作

成する。

（2）PMOの設置

ODA建設プロジェクトのプロジェクトマネジメント

（PM）のビジネスモデルを構築し実践するための専門部署

（PMO：Program Management Office）を設置する。

PMOのミッションは次の通りである。

①OPM3サイクルを参考に、ODA建設プロジェクトのPMの

ビジネスモデルを構築し実践する。

②社外情報の収集・配布：PMIの活動や書籍に代表される

ようにPMの知識と実践は日進月歩で進歩しつつあるが、

PMの最先端に関する情報を蓄積・配布する。

③社内情報の収集・配布：社内プロジェクトに関する情報

を収集し、社内ナレッジの構築・配布する。

④ODA建設プロジェクト用の標準WBSや標準EVM手法の

開発によって、個々のプロジェクトを支援するシステム

を提供する。

⑤新任PMRへPMBOK、PMCD、OPM3などを利用したトレ

ーニングを提供する。

（3）IT革命とグローバリゼーション革命への対応

現代社会はITの発達とグローバリゼーションの進行によ

って、ビジネスの環境が革命的に変化してきている。企業

がプロジェクトマネジメント能力の企業間競争に勝ち残る

には、このような現代的なビジネス環境の変化を有効利用

しなければならない。

上記のプロジェクトマネジメントのビジネスモデル構築

に当たっては、Web技術と外国人エンジニアの積極的活用

を前提としなければならない。

10.  おわりに

これまで開発コンサルタントが担当するODA建設プロジ

ェクトの施工監理業務について、その標準的な手法や成果

の評価方法が体系的に研究されてこなかった。その理由は

土木事業の執行が各国の文化に強く影響されることや、土

木事業は成果が単品生産という特徴から、比較研究する理

論が構築しづらかったためと思われる。

この報文は、近年のPMIのアプローチを紹介しながら、

ODA建設プロジェクトにおける開発コンサルタントの施工

監理業務について、プロジェクトマネジメントの一般理論

を構築することを試みた。

後進のコンサルタントたちのプロジェクトマネジメント
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に関する認識の深化に寄与すること、また、グローバリゼ

ーションの進行とともに、コンサルタント・チームの多国

籍化時代における組織構築とチームメンバーの能力評価に

関して、議論の緒となることを意図している。関係者各位

からのご批判を仰ぎたい。
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